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「ウミウシ minimini水族館」 

特別展「志摩半島のウミウシたち」を開催します 
  

 海遊館（大阪市港区）に隣接する天保山マーケットプレースの「ウミウシ minimini水族館」では、  

平成 29年 5月 3日（水祝）から 5月 23日（火）までの期間限定で、志摩半島に生息するウミウシたち  

約 10種 20匹を特別展示します。通常、大阪湾のウミウシを中心に展示しており、志摩半島のウミウシを 

調査し特別展示するのは今回が初めてです。 

 

 三重県の志摩半島は、伊勢湾、遠州灘、熊野灘に面し、変化に富んだ美しい海岸線で有名で、大阪湾で

は見られないムカデミノウミウシやクモガタウミウシなど多様なウミウシが数多く生息する地域です。 

「ウミウシ minimini水族館」は、これまで大阪湾のウミウシを中心に調査し、約 25種 120匹を常時展示

してきましたが、さらに志摩半島の潮間帯でウミウシの生息調査を開始し、多様性に富んだウミウシの 

展示を通じて、自然環境と生き物の関わりを紹介していきたいと考えています。 

 

 

 

 

■特別展「志摩半島のウミウシたち」 

時 間 11：00～20：00 ※天保山マーケットプレースの営業時間に準じます 

場 所 天保山マーケットプレース 3階「ウミウシ minimini水族館」 

展示種 約 10種 20匹 

 アオウミウシ、シロウミウシ、ダイダイウミウシ、イソウミウシ、クロシタナシウミウシ

 クモガタウミウシ、ムカデミノウミウシ、ホウズキフシエラガイ、クロヘリアメフラシ 

 ヒラミルミドリガイ  

 ※生物の状況により、展示種数が異なります。 

三重県志摩市浜島町 浜島 

潮間帯に多種多様のウミウシが生息していた 

ムカデミノウミウシ 

体内に藻類の一種が共生し、その光合成による

栄養分を取り入れる 


